








 

研究目的 

 流早産時における子宮収縮の意義は大きい。したがって流早産の研究におい

て子宮収縮の検出は欠くべからざる手段である。今日用いられている子宮収縮

検出法には,外測法と内測法があげられるが,妊娠持続が要求される切迫流早産

の症例では内測法は利用できないため外測法が主体となるが,一般に本法は振

幅絶対値の表現ができず,症例間の子宮収縮の比較は甚だ困難とされる。 


